
  

　

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？

　

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
と
は
、
中
小
企
業

等
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
資
す
る
革
新
的
サ
ー

ビ
ス
開
発
・
試
作
品
開
発
・
生
産
プ
ロ
セ
ス
の

改
善
を
行
う
た
め
の
設
備
投
資
を
支
援
す
る
補

令和２年７月

(1) ギシナビ News【002 号】

　

国
の
経
済
活

性
化
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、

２
０
２
０
年
度

か
ら
３
年
間
で

３
千
６
０
０
億

円
の
予
算
が
組

ま

れ

て

お
り

（
※
「
も
の
づ

く
り
補
助
金
」

お

よ

び
「

Ｉ

Ｔ
導

入

補

助

金
」、
「
持
続
化
補
助
金
」

３
つ
の
合
計
金
額
）、
令

和
元
年
度
の
補
正
予
算
と

し
て
、
約
３
分
の
１
の

１
千
２
０
０
億
円
が
計
上

予
定
。
更
に
、
令
和
２
年

度
の
補
正
予
算
が
前
倒
し

で
成
立
し
、
７
０
０
億
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

「
機
械
装
置
費
お
よ
び
シ
ス
テ
ム

構
築
費
と
そ
れ
に
付
随
す
る
費
用

（
規
定
）
」
と
し
て
、「
通
常
枠
」
で
は
、

中
小
企
業
が
２
分
の
１
の
補
助
率
、

助
金
で
す
（
※
正
式
名
称
は
「
も
の
づ
く
り
・

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
生
産
性
向
上
促
進
補
助
金
」

と
い
う
）
。

ギシナビ
News

【002 号】

prosthetist and orthotist navigation news

【大阪本社】
〒 556-0004
大阪市浪速区日本橋西 1 丁目 3-19  南海日本橋ビル１F
TEL:06-4708-4877 ／ FAX:06-4708-4789

　「ものづくり補助金」とは、中小企業が経営革新のための設備投資等

に使える経費の 1/2 ～ 3/4 を最大 1,000 万円まで補助する事業です

（※ 3/4 の補助率は 3 次のみとの予測）。3 次締切…公募要領が発表

≪　3 次締切の場合のスケジュール　≫

⓪　事前準備・・・「G ビズ ID」の取得

①　5/22( 金 )12 時から・・・ 公募開始

②　6/10( 水 )17 時～ 8/3( 月 )17 時・・・申請受付

③　9 月末目途・・・採択結果

④　③の後 1 ヶ月程度・・・交付申請・交付決定

⑤　④の後 10 ヶ月以内・・・補助事業期間

　　　　　　　　　　         ・事業実施  ・中間検査  ・実績報告

⑥　⑤の後 1 ヶ月程度・・・確定検査 ( 交付額の確定 )

⑦　⑤の後 1 ヶ月程度・・・補助金の請求

⑧　⑤の後 1 ヶ月程度・・・補助金の支払い

⑨　毎年 4 月に依頼・・・知的財産権等報告、事業化状況報告

≪　締切の年間スケジュール　≫

・1 次締切　令和 2 年 3 月 31 日 ( 済 )

・2 次締切　令和 2 年 5 月 20 日 ( 済 )

・3 次締切　令和 2 年 8 月 3 日　現在

・4 次締切　令和 2 年 11 月頃

・5 次締切　令和 3 年 2 月頃

◎ものづくり補助事業公式 HP ＝ http://portal.monodukuri-hojo.jp/

2020 年実施「ものづくり補助金」のご案内

小
規
模
事
業
者
が
３
分
の
２
の
補
助
率
、
そ
し

て
「
特
別
枠
」
に
至
っ
て
は
、
な
ん
と
４
分
の

３
の
補
助
率
で
１
０
０
万
円
～
１
千
万
円
ま
で

が
補
助
さ
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
「
特
別
枠
」
で
申
請
し
採
択
さ
れ

た
場
合
に
は
、
申
込
み
企
業
側
の
必
要
経
費
は

４
分
の
１
で
賄
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

（
※
た
だ
し
、
企
業
側
が
一
旦
全
額
を
納
入
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
）
。

　

た
と
え
ば
、
【
図
１
】
の
よ
う
な
「
①
足
底

板
の
製
作
工
程
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
②
シ
ス
テ
ム

化
を
構
築
（
シ
ャ
ー
ム
計
測
機
、
イ
ン
ソ
ー
ル

設
計
ソ
フ
ト
、
イ
ン
ソ
ー
ル
切
削
機
）、
③
足

底
圧
計
測
シ
ス
テ
ム
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
足

底
板
設
計
に
圧
力
デ
ー
タ
の
活
用
が
可
能
に
）、

④
３
次
元
足
型
自
動
計
測
機
（
対
面
・
非
対
面

で
３
次
元
で
足
の
計
測
が
可
能
）、
⑤
（
各
計

測
者
に
発
行
さ
れ
る
）
足
手
帳
、
⑥
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｔ
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
」
ま
で
導
入
さ
れ
た

場
合
に
は
、
合
計
約
１
千
２
０
０
万
円
（
税
抜
）

が
必
要
な
の
で
す
が
、「
も

の
づ
く
り
補
助
金
」
の
特

別
枠
を
活
用
さ
れ
た
場
合

に
は
、
約
３
０
０
万
円
（
税

抜
）
の
出
資
で
導
入
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

弊
社
か
ら
の
ご
提
案
内

容
で
は
、
従
来
の
足
底
板

製
作
か
ら
、
「
①
石
膏
レ

ス
に
よ
る
時
短
化
、
②
環

境
整
備
、
③
石
膏
保
管
ス

ペ
ー
ス
の
軽
減
、
④
足
底

板
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
活
用
し

た
数
値
化
に
よ
る
設
計
、
⑤
形
状
の
標
準
化

と
デ
ー
タ
化
に
よ
る
再
現
性
の
向
上
」
な
ど
に

よ
り
、
更
な
る
課
題
の
改
善
（
従
来
型
作
業
の

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
）
が
可
能
と
な
り
、

病
院
の
み
な

ら
ず
、
広
く

一
般
の
方
々

へ
向
け
て
の

新
た
な
事
業

ス
タ
ー
ト
が

可
能
に
な
る

機
器
や
ソ
フ

ト
ま
で
も
が

網
羅
さ
れ
て

い
ま
す
。
勿

論
、
弊
社
の

ご
提
案
内
容

か
ら
、
貴
社

の
必
要
に
応

じ
て
ご
選
択

頂
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
枠
で
採
択
さ
れ
た
場
合
に
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
取
り
組
み
へ
の
支
援
を

業
種
別
に
拡
充
し
た
「
事
業
再
開
枠
」
と
し
て
、

50
万
円
（
10
分
の
10
）
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、【
図

２
】
の
も
の
が
購
入
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
現
在
、
一
刻
も
早
い
課
題
解
決
を
ご

希
望
の
企
業
様
に
と
っ
て
は
、
ま
た
と
な
い

ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
お
気
軽
に
、
貴
社
の
課
題
の
明
確
化

や
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
に
つ
い
て
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】
●
電
話
：
０
６
―
４
７
０
８
―

４
８
７
７
／
●
メ
ー
ル
：
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
＠
ｄ
ｒ
ｅ

ａ
ｍ
ｇ
ｐ
．
ｊ
ｐ

　

㈱
ド
リ
ー
ム
・
ジ
ー
ピ
ー　
　
　

中
村
美
穂

【図２】

【図１】

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
を

　

活
用
し
て
現
在
の
課
題
を
解
決
し
、

　
　

新
た
な
強
み
を
得
て

　
　

“
骨
太
の
会
社
”
に
し
ま
せ
ん
か
？

８
月
３
日
、
締
切
迫
る
！

（出典：経済産業省ホームページより）



(2)ギシナビ News【002 号】

義肢装具士の皆様へ

【演 題】

第４回

　　『義肢装具業界と地域貢献と

～業界が目指すべき方向性とは～ 」

Zoom 利用による無料オンラインセミナー 【日 時】2020 年７月 18 日 ( 土 ) 
14：00 ～ 16：00

【お申込み・お問合せ】  　※お申込み期限：7 月 16 日（木）

㈱ドリーム・ジーピー
TEL：06-4708-4877 ／ FAX：06-4708-4879

E-mail：info@dreamgp.jp

主 

催

※
次
回
は
、
客
員
講
師
に
森
下
尚
紀
氏
（
㈱
Ｍ
Ｐ
ａ
ｎ
ｄ

Ｃ
代
表
取
締
役
社
長
）
を
お
迎
え
し
た
「
第
３
回
義
肢
装

具
士
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」
の
概
要
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

１．14 時～ 15 時 20 分

      パネルディスカッション『義肢装具業界と地域貢献と ～業界が目指すべき方向性とは～ 』

　   登壇者 : 有薗 泰弘 氏 ( 有園義肢㈱ 代表取締役 )

                 楠岡 誠広 氏 ( 楠岡義肢製作所㈱ 代表取締役）  

                 鈴木 和敏 氏 ( ㈲テクテクワークショップ、㈱スポーツフォーラム（ランデザイン） 代表取締役）

      司  会：荒山 元秀 ( 弊社代表） 

２．15 時 30 分～ 15 時 50 分

　　『 地域における義肢装具士の役割 ～可視化の重要性～ 』　

    ●実演動画：「足圧測定システム″ FOOTSCAN″の操作と測定結果を活かした設計ソフト ～ MyFoot station の事例～ 」

　　 講師 : 成毛 喜男（弊社執行役員）

3．15 時 50 分～ 16 時

　　『 「ものづくり補助金」についてのご案内 』

   　 講師 : 中村 美穂（弊社営業）

有薗 泰弘 氏

楠岡 誠広 氏

鈴木 和敏 氏

サハラ以南のアフリカにおける支援技術提供アプローチ

Japan-Africa Medical Bridge Organization Project
JAMBO
ジャンボプロジェクト

Project

アドゥアヨム・アヘゴ・アクエテビ（弊社研究員）

【紹介】世界に向けた弊社のソリューション

１．背景
主な四肢の喪失は、外傷、疾患、または先天性変形によるものです。これは、患者の人
生の長きに渡って、可動性の減少と偏見を残します。高品質の福祉用具を利用できない
場合、切断者は除外、依存、孤立、そして最終的には貧困のリスクが高く、そのすべて
が家族、社会、国にとって多大な社会的および経済的コストを伴います 1)。切断された
患者にとって、社交的な生活への再統合は非常に必要です。障害を持つ人々は義肢装具
を必要としていますが、利用可能性は限られています 2)。ガーナでの以前の研究は、義
肢装具事業が直面するいくつかの課題を主に明らかにしました 3)。国のリハビリサービ
スの開発を促進するために、支援技術（AT）デバイスを必要としている人々に提供する
試みは考慮されなければなりません。この報告書は、低所得資源国で身体障害を持つ人
々のために再利用できる支援技術デバイスのリサイクルについて説明します。
２．方法と展望
私たちは、日本の大学や義肢装具業界との連携を通して義肢装具の中古部品を集めてい
ます。

ガーナでは集められた義肢の一部が下腿切断者のリハビリテーションに使用されていま
す 4)。下肢の切断は、切断者の可動性を低下させます。
したがって、切断者に高品質の義肢装具を提供することは非常に重要です。 ガーナで実
施された以前の研究では、切断者に適切なリハビリテーションサービスを提供するため
の材料が不足していることが明らかになりました 3)。国の義肢装具のリハビリサービス
の欠如、施設および専門家の欠如など、多くの要因が確認されています。 国内の貧しい
人々のために、手頃な価格の製品の中古装具を入手して使用することは、ユーザーの生
活の質にとって必要です。
３．まとめ
切断は生涯障害のある人を残します。自立した生活を送るためには、患者さんに十分な
リハビリを提供することが必要です。リサイクルされた AT デバイス部品を使用して、
ユーザーの標準的な生活の質に対応するプロテーゼを作成する必要があります。装具部
品のリサイクルにより、最先端の設備がまだ実装されていない低所得国でデバイスを手
頃な価格で利用できるようになり、サブリージョンでのリハビリサービスの開発に向け
た第一歩となっています。最後に、3D プリンティング装具の研究に携わる義肢装具会
社と協力したいと思います。
謝辞 : 神戸医療福祉専門学校“チーム　ルワンダフル”に感謝の意を表します。
　　　　　　  （※参考文献については、添付のＱＲコードから英語原文をご参照下さい）

←
原
文
は
こ
ち
ら
か
ら

銀座 MyFoot Station MyFoot Station 泉大津店

・「氏名（ふりがな）、貴社名、所属名・役職、電話番号、メールアドレス」
をご用意の上、ＦＡＸまたは E-mail にてお申し込みください。セミナー当
日、お伺いしたメールアドレスへ専用ＵＲＬを送信致しますので、そちら
をクリックして頂くことでご参加頂けます。

宜しければ下記ＱＲ
コードより、弊社代
表共著『中小企業の
３Ｄ進化論』をご一
読の上、ご参加下さい。

prosthetist and orthotist navigation news

【 

第
２
回
セ
ミ
ナ
ー
報
告 

】

コ
ロ
ナ
〝
ア
フ
タ
ー
″
か
ら
〝
ウ
ィ
ズ
″
へ

不
可
避
の
変
化
に
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と

　

５
月
16
日( 

土
）、
義
肢
装
具
士
の
皆
様
へ
向

け
て
の
第
２
回
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
弊
社
代
表
荒
山
に
よ
る
「
コ
ロ
ナ
〝
ア

フ
タ
ー
″
か
ら
〝
ウ
ィ
ズ
″
へ
～
変
化
を
捉
え

て
改
革
を
恐
れ
ず
～
」、
続
い
て
弊
社
研
究
員

ア
ヘ
ゴ
に
よ
る
「
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
活
用
に
よ

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
例
の
報
告
」
等
の
後
、
客
員

講
師
の
東
江
由
起
夫
氏
（
新
潟
医
療
福
祉
大
学

教
授
）
に
よ
る
「
こ
れ

か
ら
の
義
肢
装
具
士
の

役
割
と
学
ぶ
べ
き
こ

と
」
と
題
し
て
、
全
国

の
義
肢
装
具
士
養
成
校
の
殆
ど
が
定
員
割
れ
と

い
う
現
状
の
中
、
３
Ｄ
技
術
を
導
入
し
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
へ
シ

フ
ト
す
る
こ
と
の
緊
急
性
や
実
際
の
導
入
例
、

メ
リ
ッ
ト
と
課
題
、
安
全
性
試
験
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
の
貴
重
な
示
唆
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
弊
社
成
毛
に
よ
る
弊
社
開
発
設
計

ソ
フ
ト
「
イ
ン
ソ
ー
ル
Ｇ
」
の
実
演
動
画
解
説
、
、

客
員
講
師
の
岩
﨑
良
子
氏
（
み
ち
て
ら
す
法
務

事
務
所
代
表
）
に
よ
り
、
経
済
産
業
省
「
も
の

づ
く
り
補
助
金
」
と
「
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
」
の

活
用
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
交
え
て
の
解
説
や

予
算
額
、
補
助
金
の
比
較
等
、
第
１
回
セ
ミ
ナ
ー

同
様
、
分
か
り
易
い
ご
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

東江 由起夫 氏

写真：神戸医療福祉専門学校

“チーム　ルワンダフル”のリサイクル活動。



Assistive technology provision approach in sub Saharan Africa 
 

Akouetevi Aduayom-Ahego, PhD 
 

1. Background  
 Major limb loss is due to trauma, diseases or congenital deformations. This leaves the patients with long life reduced 
mobility and stigma. Without access to high-quality assistive product, people with amputation are at high risk for exclusion, 
dependence, isolation and, ultimately, poverty, all of which entail great social and economic costs for families, society 
and the country1). The reintegration into a sociable life is very necessary for any amputated patient. Although people 
with disability are in need of prosthetics devices, availability is limited2). Former study in Ghana highlighted some of the 
challenges the prosthetics service face mainly lacks of sufficient facilities and care providers3). To foster the development 
of the rehabilitation service in the country, an attempt of providing assistive technology (AT) devices to people in need 
has to be considered. This report describes a recycling of assistive technology devices that can be reused for people 
living with physical disabilities in low income resource countries. 

2. Methods and perspectives 
 Through collaboration with universities and prosthetic industries in Japan, we have been collecting used parts of 
prosthesis. 

   
Fig.: Recycling activities of Team Lewonderful, Kobe College of Medical Welfare. 
 
 Some of acquired prosthesis part have been used for rehabilitation of a trans tibial amputee in Ghana4). Amputation of the 
lower limb reduces an amputee’s mobility. Providing the amputee with a high-quality prosthesis is therefore highly important. 
Previous study conducted in Ghana highlighted the lack of material to provide adequate rehabilitative service for amputees3). 
Many factors have been identified, such as lack of prosthetic and orthotic rehabilitation services, lack of facilities and 
professionals in the country. Using a mean by acquiring used prosthesis for affordable products for the needy in the country 
is necessary for quality of life of the user. 
 
Future perspectives 
 
-Establishment of testing tools to check the efficacy and quality of the recycled parts 
-Develop a strategic plan to collect in a bigger scale the recycled prosthesis from companies in Japan 
-Collaborate with international institutions and non-governmental organization for sponsorship 
-Establishment of satellite centers in remote areas in order to serve locally populations living with physical disabilities 
-Develop an expert and elite team to foster and boost the technology transfer of the new trends of AT service in sub-Saharan 
Africa.   
-Develop a 3D printing prostheses model for African amputees in which we will recycle the plastic materials locally in Africa 
to provide affordable prosthesis. By providing several prostheses for many amputees in Africa, they will be socially 
reintegrated and become independent. 

3. Summary 
 Amputations leaves a person with lifelong disability. Providing adequate rehabilitation service to the patient in order to live 
independent lifestyle is very necessary. Using the recycled AT device parts to make prosthesis that responds to the standard 
level of quality of life of the user is necessary. Recycled prostheses parts make the device affordable in a low-income 
resource country where the state of art facilities is not yet implemented is a step toward development of rehabilitation service 
in the sub region. 
 
Finally, we would like to collaborate with prosthetic companies involved in 3D printing prosthesis research. 
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